
租税教育実践レポート 

わたしたちのくらしと税金 

登米市立登米小学校教諭 ６学年 佐藤 正彦 

実施年月日 令和４年６月 23 日 33 名 

１ 実践計画・指導のねらい 

 

 

 

 

 

 

２ 単元構成・実践の指導状況（単元を通した全体の主な学習計画及び教師の指導） 

時間 学習内容 主な発問（〇），児童の反応（●），使用教材等（□） 

１ ・国の政治と選挙の仕組み

について知るとともに，税

金が予算に基づいて，国民

の生活に活用されているこ

とを理解する。 

〇 国会の働きについて調べよう。 

● 国会は国の法律や予算を決めている。 

● 国民は選挙により，民意を反映した代表者の議員を選ぶこと

で政治に参加していることと，議員は予算の内容を決める役割

を担っている。 

□ 教科書「新しい社会６ 政治・国際編」，デジタル教科書 

２ ・税金の働きについて調べ，

公共のサービスや施設にか

かわる費用の多くは，税金

が活用されていることを理

解する。 

〇 税金て何ですか。 

● 「さとふる」ってテレビで見たことがある。 

● 消費税を払っている。 

● 税金は身近な生活で，活用され役に立っている。 

□ 教科書「新しい社会６ 政治・国際編」，デジタル教科書 

３ ・登米法人会からゲストテ

ィーチャーを招き，「租税教

室」を実施し，税金の種類や

使われ方，税金の必要性に

ついて理解を深める。 

〇 税金が使われているものと使われていないものに分けよう。 

● 学校，公民館，消防署，警察署…は税金が使われている。 

〇 税金がなくなった世の中はどうなるでしょうか。 

● ゴミが町中にあふれてしまう。 

● 事故が起きても，警察署や救急車に来てもらえない。 

□ 「マリンとヤマト 不思議な日曜日」 デジタル教材 

４ ・税金について学んだこと

を基に，税金の大切さを標

語に表す。「税に関する標

語」に応募する。 

〇 税金の大切さを伝える標語を考えよう。 

● 「納税で 笑顔あふれる 明るい未来」 

● 「税金は 豊かなくらしの あいことば」 

● 「税金は 暮らしの安心 支えてる」 

● 「税金で 明るい未来に 変えていこう」 

● 「消費税 私も国を 動かしている」 

５ ・税金の学習で学んだこと

を振り返る。 

〇 学んだことを振り返り，税金についての考えを書こう。 

● 納税の義務は一人一人が守るべきことであり，自分が大人に

なったら，税金をしっかり納めていこうと思いました。 

               （アンケートとして提出済み） 

 

３ 実践の成果（◎）と課題（◆） 
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